第7回　施設処遇検討会議　議事録　H23.6.13

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・小坂和子・須々田珠実・馬渕豊子・

小笠原嘉紀・木村春子・中岫かなえ

　　　　　　　　　　　   　　　　（欠席者：長谷部S.G.M・中村文洋・上平ユリ子・三浦綾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：中岫　かなえ
議題

１：山田　吉夫様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：佐藤　ミツ子様　（青風荘入所者様）の処遇について

１：山田　吉夫様　（青山荘入所者様）の処遇について
病名：神経症性抑うつ状態　　合併症：なし

＜問題点・介入方法＞

①日中活動

・デイケア通所(月・水・金）は休まずに利用できているため、今後も継続できるように時々評価して行く。

・ゲームＷｉｉを他者と一緒に、楽しむことができているため、今後も他者も誘いながら、一緒に行うように促す。また、職員も参加して、交流を持つ。

②金銭管理について

・管理上では、生活保護受給額（8.3万円）で、決めた金額でやりくり出来るように、無駄遣いをしないで計画的に使用することができる。10日で3,000円、毎月10,000円程度を、ATMにて引き出している。その他シャンプーや洗剤などの日用品がなくなった場合には、必要な分のお金を渡している。今後は、小遣い帳を記入して頂き、定期的にチェックを行う。

・ボーリングに行く時には、前もって外出届けを提出しており、ゲーム代と昼食代で2,000円を渡している。今後の介入方法としては、単独で外出する際、帰荘時間を明確して、行動するよう介入する。また、お金を持てば気持ちも大きくなり、後先考えないで使用することがあるため、定期的に振り返りを行う。

・小遣い帳の記入をきちんと行い、生活費についても、本人が現状を把握できるように話し合い、段階的に本人管理できるようにしていく。

＜評価＞
今後の方針としては、退所後の一人暮らしを想定し、施設内でのプログラム等のハードルを上げていく。また、本人が一人暮らしの具体的なビジョンを持つことができるよう支援を行っていく。

まずは、決められた金額内でやりくりするなど、金銭管理の具体的な方法を生活スキルとして本人が身につけていけるよう支援を行う。また、退所後の生活スタイルの確立と拡充を図るため、外来受診以外の日をデイケア通所に充てたり、退所後の就労について福祉的就労も含め検討したりするなど、日中活動の充実を図っていく。

２：佐藤　ミツ子様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症・精神遅滞（ＩＱ45）　　　　合併症：なし

＜問題点・介入方法＞

①身の回りのことや日課が上手く出来ない。
・掃除や整頓の必要性について説明し、本人が取り組みやすい段取りを本人と話し合い、継続して介入する。

・自発的に行えない時は訪室して掃除を促す。必要であれば一緒に自室の清掃を行う。

・日用品購入の際は本人と一緒に残量を確認し無駄な購入にならないようアドバイスする。（シャンプーやリンス､歯磨き粉など）そのことが整理整頓にも繋がることを分かりやすく説明する。
・余暇時間や通所時に外出着を着用したり､気温に合った服装を洗濯したりすることができないため、今必要な服装なのか確認すること、また周りの服装と比較することで適正な服装を着用できるようにしていく。

②他者との交流

・緊張のあまりに会話が早口になったり、内容にまとまりが無くなることがあるため、見守っていることを伝え、安心感を与える。
・集団の場に段々と長く居ることできるようになってきているため、本人自ら交流した時はその事を評価し、時間を延ばして居れられるように介入していく。
・不満や思っていることを話せずにストレスを抱え込んでしまう傾向にあるため、定期的に面談の場を設け、接触を図りながら軽減に努める。

・施設での生活を有意義に過ごせるよう趣味の拡大をしていく。

＜評価＞

　本人の平穏な暮らしを維持するためには、周囲が環境を整えることが不可欠である。今後の支援では、見守られているという安心感を本人が得られるよう、職員を始めとした本人を取り巻く環境を整えていく。生活基盤の充実として、生活保護の活用を家族に対して提示し、本人を家族の一員として、家族が主導で手続きを進めていくよう促し、場合により職員が代行を行う。また、日中活動の充実として、ぬりえや編み物といった趣味に、新規入所者をはじめとした他入所者を巻き込むことによって、趣味の拡充と他者交流の機会の確保を行う。













